
[bookmark: _GoBack]東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和3年4月15日(木)　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：松舘　優司
	藤原
	中野(円)
	金井
	松舘
	成田
	川守田
	国光
	滝田
	澤田
	種市
	織田

	準
	休
	休
	〇
	深
	休
	準
	休
	〇
	休
	〇

	小沼
	畑中
	大久保
	柴田
	金谷
	
	土橋
	荒木田
	佐々木
	中村
	山之口

	〇
	〇
	〇
	五福
	深
	
	〇
	準
	深
	休
	〇

	中野
(三)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	欠
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・特記事項無し

＜東病棟入院・入室状況＞
【転出】
・小田　タネ様～10:30東Dユニット20号室→西Aユニット43号室へ転出。
【入院】
・岡山　貴文様～東病棟Bユニット2号室
・三田　彩美弓様～東病棟Dユニット20号室
【退院】
・角田　せつ子様～岸原病院へ転院の為、9:30退院。
・駒木　洋士様～病状安定して支援調整が整った為、15:00自宅へ退院

＜患者様連絡事項＞
・戸久世　渚様～4/16　15：00まで外泊へ行く。4/20退院時間や八戸赤十字病院婦人科への受診時間の相談あり、会話しながら混乱して決めかねている為、受持ち看護師としっかり決めるように説明している。

・澤口　利香様～栄養スタッフに報告し、割り箸禁止で提供となる。

・関原　紗奈恵様～・訪問看護…木曜日
・青陽館(ショートケア)…金曜日
・外来…金曜日/月1　11：30　　※予定
退院日は4/20の診察後を希望。初外来日は退院後2～4週間で明日調整行っていく。母様への退院の連絡は受け持ちスタッフから行っていく。

・古田　真様～臨時薬同内容で4/20(火)分まで処方となっている。

・赤石　陽介様～保健師と面談して措置解除となり、本日より任意入院へ入院形態変更となる。その後青明舎と契約を交わしている。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。脱衣行為繰り返し、全裸で徘徊、他者の私物を奪う行為あり、早めに開放観察終了としている。自傷行為なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。各食不食。内服スムーズ。嗜好品の摂取は出来ている。頭痛訴え12：15継続指示ロキソプロフェンNa（60）1T内服。12：30継続指示レボトミン(25) 1A筋注実施。入浴中室内捜索し、床の木片、私物に隠した割り箸を加工した凶器を回収。本人様は入浴後も、この件に触れず対面時穏やか。不穏行動なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・古田　真様～各食全量摂取。スタッフオフィス内の様子を伺う為、トイレや正面ドアに張り付いている。自傷行為、他者トラブルなく経過。

・木村　美智子様～バイタルサイン・意識レベル特変ない。四肢脱力続いている。痙攣発作無し。

・古川　貞二様～食思不振続き各食介助にて数口のみ摂取。ライン類を気にせずにベッド上体動活発、昨夜不眠で経過している事を報告。主治医より本日も補液2本指示あり（2本目にハロペリドール混点）。

・神　ツエ様～食思不振あり、セッティングにて各食数口のみ摂取。指示の点滴施行するが、理解得られずに自己抜去が続く。主治医へ報告して、点滴中は随時身体拘束可の指示あり。拘束後はトラブル無く実施出来ている。
点滴は本日より終抜へ変更、明日はメイン2本、抗生剤2本へ減量となる。

・沼畑　勲様～体温37.5→37.2℃、他バイタルサイン特変ない。食思不振続き介助にて各食数口のみ摂取。点滴キープして排尿みられている。

・藤村　武夫様～各食全量摂取。対面時穏やか。帰宅要求や不穏さなし。幻聴や
物盗られ様の発言もない。「(病院生活) 慣れました」と穏やか。

＜田名部Dr.診察情報＞
・藤村　武夫様～入院後、落ち着いてきたと話されている。自宅での生活もできそうと話している。臨時薬はビぺデリン1㎎追加となり、他同内容で処方となる。

・袴田　将志様～体調は良いと話している。退院後は三菱自動車の社員寮に入る、神奈川と北海道ではどちらが良いか等主治医へ話している。臨時薬は同内容で7日分処方となる。

・小笠原　久年様～診察の声掛けには「行けません」と話し、自室にて診察行っている。主治医からの話し掛けには返答しているが呂律不良さみられている。

・小澤　和子様～臨時薬は同内容で7日分処方となっている。嗄声あることから本日昼よりPL処方となる。

・若沢　理子様～主治医からの話し掛けには返答している。熱風を感じる、サプライズはないのか等、主治医へ訴えている。

・立花　圭様～臨時薬は同内容で7日分処方。

・古川　貞二様～臨時薬は同内容で処方となる。又、食事摂取量少ない事から本日点滴2本処方となる。

・神　ツエ様～体動多く、離床しようとしたり、点滴自己抜去頻回でキープ困難である事から点滴は滴下調整し、抜き差し可の指示。明日より点滴本数調整する事となる。又、点滴中は身体拘束可の指示あり。

・成田　早希様～退院後、本人は妹様とのアパートを希望している。妹様の体調をみながら面談実施していく事を本人へ説明。また、現在の病棟では入院前と生活リズムが違いすぎる為、北病棟への移動を希望。主治医も移動は可能との事。

・赤石　陽介様～本日、措置解除の面談の予定であること、明日退院前訪問調査、明後日退院の予定であること本人へ説明。初外来は4/23。その際、エビリファイの筋注も行う予定。外来については1回/2週。口渇の訴えあり、退院後に薬剤調整行っていくこと説明され、本人も了承している。また、入院前、過呼吸となることがあったと本人より情報あり、退院時に不安時の頓服処方すること伝えている。

・安達　貴浩様～嗄声持続。PL2日分継続処方となる。主治医へ次年度からの受け持ちは誰になるのかと質問をしていることや風邪症状あるため、コロナの検査をした方が良いのではないか等訴えている。

・藤井　孝蔵様～夜間の睡眠も取れており、食事も摂取できていると主治医へ話している。

・袴田　隆裕様～幻聴はないと話している。体調も良好とのこと。眠気は多少あるが生活には支障はないと話している。臨時薬は同内容で7日分処方となる。

・丹内　栄子様～主治医からの問い掛けには表情穏やかに返答されている。主治医より脱衣行為をしないようにと話されると「はい。」と笑顔で返答。

＜皮膚科診察情報＞
・沼畑　勲様～両上肢軽快傾向にあり。同処置継続。

・木村　美智子様～左踵保護のみ。仙骨部潰瘍、表皮剥離、壊死組織固着。
ブロメライン軟膏＋ソフラチュール＋ガーゼ保護。
Rp）ブロメライン　軟膏1本処方。

・赤石　陽介様～左踵部鶏眼、削処置希望あるも、退院後に他皮膚科クリニックを受診することを進めて説明している。

・前田　忠弘様～左上肢皮膚症状軽減している。同処置継続。

・水梨　孝純様～左踵部肥厚皮膚切除処置施行。同処置継続。

・小笠原　久年様～同処置継続。

・澤口　利香様～同処置継続。皮膚科Dr.からも、自傷行為は止めるよう声掛けあり。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：R3.4.15　11:04
氏　　名：岡山　貴文（おかやま　たかふみ）様
生年月日：昭和54年4月6日（42歳）
病　　名：悪性症候群
合 併 症：自閉症・広汎性発達障害
性　　別：男性
主 治 医：田名部Dr
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Bユニット2号室
＜経過＞
　現在、八戸市民病院に入院中。あおぞらクリニックで通院中だったがR3.3.19自宅内で倒れているところを家族が発見し、八戸市立市民病院へ救急搬送されている。意識障害と四肢の拘縮が認められており、処方されていた内服を一度止め、点滴療法等実施。ダントリウムカプセル(25)・パーロデル錠(2.5)・ツムラ酸棗仁湯が処方され、服薬継続中。現在意識はハッキリしており、疎通も可能。四肢の拘縮についてはぎこちなさあるが、点滴スタンドや手すりを使い、なんとか自身でトイレに行く事出来ている状況。只、現在のADLでの単身生活は困難であると思われる事から、入院加療と継続治療の依頼あり。R3.4.15当院初診。父様より同意を得て、11:04東病棟Bユニット2号室へ医療保護入院となる。

日　　時：R3.4.15　11:52
氏　　名：三田　彩美弓（みた　あみゅ）様
生年月日：平成12年6月8日（20歳）
病　　名：不安障害・摂食障害
性　　別：女性
主 治 医：深澤Dr
入院形態：任意入院
病　　棟：東病棟Dユニット20号室
＜経過＞
現在両親と姉との4人暮らし（父親：本人1歳半頃に脳出血にて右麻痺あり、ADLは一部介助程度、姉：身体表現性障害にてはちのへマナクリニック通院中)。幼少期より父に厳しく育てられ、姉の代わりに自分が頑張らなければと強く自分を律して生活していた。岩手県の大学へ進学したものの本人希望の学科ではなく、R1.11月頃より泣きながら「1人暮らしが辛い」等と母親に電話を掛けてくるようになり、学校生活もうまくいかず、不安感や拒食の症状あり、現在休学中。家族に「死にたい」と話す事があり、本人も現状を何とかしたいと希望され、はちのへファミリークリニックより当院紹介となり、Ｒ2.12.28初診。薬物療法開始し、以後定期的に通院継続し、R3.3.11診察時、主治医より認知行動療法や休養目的にて入院治療も提案されていた。その後自宅にいても姉との関係性も悪い事等から入院治療希望聞かれ、環境調整、薬剤調整目的にて入院予定となっている。R3.4.15当院受診。診察にて本人より入院加療への同意得た為、11:52東病棟Dユニット20号室へ任意入院となる。
